


　
呑
の
暑
い
日
差
し
が
照
り
つ
け

た
８
月
５
日
『
役
場
一
則
を
中
心
に

「
ぱ
ん
げ
豆
よ
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
日
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

ｎ
、
沢
山
の
人
が
参
加
し
、
大
い

に
治
わ
い
ま
し
た
。

　
メ
す
ン
ス
テ
ー
ン
で
は
、
第
二

十
二
代
坂
下
一
・
人
小
町
の
交
付
弐

ヤ
ミ
ニ
弔
町
の
お
披
露
目
が
行
わ

ｎ
、
新
乃
な
町
の
顔
か
涵
竺
。

　
夜
を
彩
る
Ｉ
流
し
踊
り
」
で
は
、

参
加
し
た
多
く
の
子
ど
も
た
ら
の

元
気
な
掛
け
声
か
終
始
踊
り
を
盛

り
上
け
、
勇
壮
な
「
坂
下
ね
ぷ
た
」

と
三
白
発
の
花
火
が
祭
り
に
花
を

そ
瓦
ま
Ｉ
〕
た
。
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登
庸
坂
下
町
長
竹
内
ぽ
俊

｛
｝Ｉ

稗Jlk療費無料化

安心して子爽てで自る町。

子とIもたちの元気な声があふれる町。

たくさんの笑顔｢こ出会える匿1.

　　｢子供たちの

未来のために」

なります

る
よ
う
に
、
さ
ら
に
、
少
し
で
も
医
療

費
の
・
負
担
か
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
と
の

願
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
で
は
こ
の
制
度
を
近
隣
市
町
村
に

先
駆
け
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

心
し
て
ｒ
ど
も
を
キ
み
肖
て
る
こ
と
の

で
き
る
環
噴
づ
く
り
を
展
開
し
、
年
々

追
む
少
ｆ
化
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。
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一
医
療
費
無
料
化
っ
て
？

一
万
ら
か
ら
無
刈
に
？

　
平
塚
祠
年
旬
月
受
惣
分
か
ら
舞
μ
に
な
り
ま

▽
Ｅ
料
化
の
範
囲
は
ウ

　
　
０
歳
児
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
て
７
．

　
’
Ｊ
学
校
入
学
前
は
現
在
も
無
料
〕
加
入
し
て

　
い
る
保
険
の
擾
吸
に
弧
わ
ら
ず
魁
料
と
な
り
ま

　
て

▽
と
の
よ
乃
な
于
続
き
か
必
要
？

　
役
場
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。
手
続
き

　
方
法
は
保
険
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳

　
し
い
方
法
に
っ
き
求
し
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降

　
Ｚ
こ
Ｉ
く
瓦
さ
い
。

▽
痛
睨
で
の
会
計
方
法
は
？

　
●
国
保
の
方
の
場
合

　
　
原
則
、
病
院
窓
ロ
て
の
支
払
い
は
あ
り
ま

　
　
セ
ん
。

　
●
Ｊ
保
以
外
の
方
の
場
合

　
　
両
沼
郡
内
の
病
院
で
は
、
窓
□
て
の
支
払

　
　
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
そ
の
他
の
病
院
で
は
、
支
払
い
か
必
要
に

　
な
り
ま
す
。
そ
の
礁
役
場
福
祉
班
窓
□
で

　
甲
隋
し
て
い
た
だ
く
こ
ど
・
に
よ
り
、
瓦
払
い

　
類
か
返
還
さ
れ
ま
す
。
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み
な
さ
ん
の
ご
感
想
は
？
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’左藤豆也さんご家路（福|齢

　　C自棄ホ国保）

　　（家族構成）

辰也さんの､‾両西叔父、

　真也さ汽、矢面

　　班女（･JG）

　　長男（年長）

　　＿男（３席j

○
お
子
さ
ん
の
継
廟
管
理
で
特
に
　
Ｑ
今
回
の
小
学
生
医
煉
債
無
料
化

　
注
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？
　
　
の
こ
と
な
ご
存
知
で
し
た
か
？

Ａ
．
と
に
か
く
外
に
出
て
元
気
に
遊
　
Ａ
学
校
か
ら
の
又
菩
で
知
リ
ま
し

　
ぷ
こ
と
。
テ
レ
ピ
ゲ
ー
ム
等
は
Ｉ
　
た
。

　
切
持
・
ｐ
て
い
ま
せ
ん
。
　
Ｇ
．
感
想
や
お
考
え
を
お
蘭
か
せ
く

　
ま
た
、
病
気
に
な
っ
て
も
薦
を
　
だ
さ
い
。

　
や
た
ら
に
何
唾
頚
も
出
す
一
院
に
　
Ａ
、
う
ち
は
子
供
が
多
い
の
で
助
か

　
は
行
か
す
に
、
少
な
い
薬
で
身
体
　
り
ま
す
。

　
の
抵
抗
力
を
高
め
て
治
す
方
針
の
　
今
『
全
国
的
に
無
料
化
の
動
き

　
病
院
に
竹
く
よ
Ｉ
・
丿
．
ｋ
し
て
い
ま
す
。
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
比
較
的
早

Ｑ
年
に
と
の
く
・
り
い
病
降
等
に
行
　
く
に
無
料
化
を
実
施
い
た
だ
き
嘔

　
か
れ
ま
す
か
？
　
　
　
　
し
く
思
い
ま
す
。

Ａ
３
人
と
も
風
邪
な
ご
で
年
に
２
　
た
だ
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
と

　
回
く
ら
い
て
す
ね
。
た
だ
、
３
人
　
い
・
疋
ぱ
、
全
ｉ
で
加
速
度
的
に
噌

　
い
る
の
で
そ
れ
な
り
の
頻
度
に
は
　
・
ヌ
。
哨
け
る
医
療
費
の
問
題
て
Ｔ
。

　
９
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

Ｗ

　
今
回
自
己
負
担
が
な
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
ち
ょ
『
と
し
た
こ
と
ご
も

４
く
医
者
に
連
れ
て
行
く
人
か
増
え

る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
医
療
葵
が
増

大
し
、
町
の
則
政
を
圧
迫
し
て
し
ま

一
一
ノ
の
て
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
な
り
な
い
よ
う
に
、
同
時
に

国
原
農
削
減
・
に
内
け
て
の
取
り
組
み

石
あ
噸
い
し
ま
す
。

手
続
き
の
し
か
た

▽
国
保
の
方
の
場
合

①
９
月
上
旬
に
小
字
生
か
い
る

　
世
帯
に
通
知
は
が
き
が
届
き

　
ま
す
。

　
　
　
／
｀

②
９
月
ａ
日
ま
で
に
『
役
場
保

　
険
年
金
班
窓
口
で
保
険
証
の

　
差
換
・
瓦
手
続
き
を
行
っ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
・
国
保
の
保
険
証

　
・
①
の
個
別
通
知
は
か
き白

③
平
成
司
年
司
月
１
日
の
受
診

　
か
ら
無
料
と
な
り
ま
す
。
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特」

Ｑ
お
子
さ
ん
の
健
康
管
理
で
特
に

　
注
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
『
一
日
三
食
し
っ
か
り
食
へ
る
こ

　
と
で
す
ね
。

Ｑ
．
今
回
の
小
学
生
医
療
費
無
料
化

　
の
こ
と
は
こ
存
知
で
し
た
か
？

Ａ
．
職
場
で
ち
ら
っ
と
聞
い
た
気
が

　
し
ま
す
。

Ｑ
．
感
恩
や
お
考
え
を
お
蘭
か
せ
く

　
だ
さ
い
。

Ａ
助
か
り
ま
す
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

　
ケ
カ
を
す
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
か

　
ら
小
学
生
に
な
る
子
供
び
い
る
の

　
で
、
な
お
の
こ
と
あ
り
が
瓦
い
で

　
す
ね
。
子
供
の
医
療
茄
と
は
い

　
・
馬
け
っ
こ
・
っ
か
か
り
ま
Ｔ
か
ら

　
な
。

宇内英雄さんご芳族l奔劃

　(会社員冰社会保険)

んご夫晋

（年長）

（３建）

（２哩）

Ｑ
．
町
の
施
策
と
し
て
の
評
価
は
７

Ａ
．
近
隣
に
先
が
け
て
の
無
料
化
は

　
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
今
は
子
供
の
人
数
が
ど
ん
ど

　
ん
減
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
施
策

　
に
よ
っ
て
少
子
化
に
歯
止
め
が
か

　
か
れ
ぱ
艮
い
で
す
ね
。

　
瓦
た
、
剛
の
状
況
を
考
・
λ
る
と
、

健
康
増
進
、
医
療
員
削
減
へ
向
け

た
取
り
組
み
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
学
校
や
地
域
で
の
健
康
教
斉

専
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

▽
乳
幼
児
の
受
給
者
証
を
す
で
に
お

　
持
ち
の
方
へ

　
　
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
受

　
給
者
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
９
月
下
旬
に
新
し

　
い
受
給
者
証
を
郵
送
い
た
し
ま

　
す
。
古
い
受
給
者
・
証
に
つ
さ
ま
し

　
て
は
、
司
月
よ
り
使
用
て
き
な
ぐ

　
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
福
祉
班
窓

　
ロ
ヘ
の
こ
返
却
を
石
願
い
い
た
し

　
承
叉

▽
国
保
以
外
の
方
の
場
合

１
０
月
上
旬
に
小
学
生
が
い
る

　
巴
帯
に
申
請
爾
が
届
き
ま

　
す
。

　
　
　
汎
ぺ

②
９
月
９
日
ま
で
に
『
役
場
福

　
祉
班
忌
０
で
受
給
者
・
証
交
付

　
申
請
手
続
き
を
行
７
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

　
手
続
さ
に
必
要
な
も
の

　
・
保
険
証
（
写
し
も
可
）

　
・
①
の
申
暁
雲

　
・
印
鑑

仁

③
平
成
詞
年
毎
月
一
日
の
受
診

　
か
ら
無
料
と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
訂
先

　
会
津
坂
下
町
役
場
生
活
部

　
　
　
�
（
Ｓ
）
１
５
０
１
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　早Sll限度の座太式が'日月lla.●恵一・町巾

●・垣下一里羞？1弓ｈれ．●慶ÅとＬＴｇ蛎た酋

門出審樫いまＬた．

　殉年ａ●ＳＡｌｊＳＩ包、ＳＳＩこlaSOlg胴･1121

老．堂粍lan名1が出SLSt.i･.

　地元|こ匯ａＳ慶太で雷li聾潤●昏渥1づ．企●・

‐●審1弓いまＬたIr尨・dﾛーー・・・．と●L.

jiリ・り|ごＪａユライドりｉ－ｌ上駿む．申李●

我・憧a･LみｉＬＩ．ｉ・．１ツ|自社のｌ剖ａカり

と塵柵●置がー鐘|こ＊ャｊン砲でーーＬＩＬ・．
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～７５歳以上の方Ｑ医療制度か変わり俳味～

‾　　畢一ｓ匍ｌｌから．槍‐凛鵬嘸置幽●|龍がユタートＬま曾．

　7S‐C－・の■種がある方lj6巴瞳」一上め力･lj、現在闇屋働闇・.闇・裡●佃朧●の闇薦伺闇

lalλLで●・ｌ聳liていますが、一座2a琢4測11･6li、それぞれぬ闇麗侃賄か･i－|づ７’後

塵置畠・－●S」度」で闇‐甕畳けるごとになりま１･

Ｉ徨幽幽�●‐幽制麿と127

　17ayl闇（一ｉａ薄霧かあ昌力li6s麗）一・ａ方Ｓ加入Ｌ．麗麗麗掻揚闇膳●闇麗11埋

　丿痢と刺SI･偏力むて淵翻むます．

　　　　　　　　・慶櫨関●・窓口で･麹示すａ色め

　　　　老人－僣噺度（埋在）　麗膳幽鵬幽�幽●||幽（寧瀧Ｓ轍塵＆ら1

　　・・歴優麗・瞳証や社会佃瞳・聊　・機冒幽髪瘤医疸ａ佃賄重

　　・唐人医塵受胎唐¶i　　　｛－Å1麹甕伺き酋庶すl

・●・s皺●�疸制度ｅＬくゐと・９

　こgl｝‐は劃崩仙で･．●てＳ市ｌ肘か加入する「種‐凰後揚塞鵬嘸謳疸広一迫僥」が麗一室

　他とａりま･r.それぞれの一種|處下・ａと・Ldです.

　　　　●・疸下司の役●　　・Ｉ�鋤瀬高鵬●厘癩広・ｌｉａ・ＳＩ

　　Ｏ個岫刺∽楢収　　　　　　　　　　●偕噛llの浹堂

　　§::::::::7　　

●医疸幽笥ｇ鮪吋

　　　　　など．圭に窓口幽ｓ　●剔ａ遍雪

・●塵麗麗韓Ｓ瀧口で飴梱曹る一白は７

塊役並み所得者バ・ｉ｀ヽ､､３１

一　　　般レ・會゛’１割

4?!i

･｀1 /･

　　　■個瞳輯lig

　　　　叡な１淵き内でな、侃粛刺李ａ原則として痢一一ｅｆ。

　　　　●７ＥＳ(一Ｚの疆署がある方lj6日置)一.-.ajがぞｎぞａ一肪ａこと｢こなL｣ま苛.

　　　■俣‐刺Ｓ餉め・謔９

　　　　●惘Ｓ｣・Ｓ一句握IS1円ａ上の諾●・●勁．で。ia場●liS幽地･６天qlSきｎｌ曾.

　　　　●鐘遣楢－５駒SI一差ａ拠めSii.□一握●ｅ納付●lこより町|r駿薗原す．

　　　ご冪萌な・がございまＬたら、畠●い僥わ廿くたきい

　　　　　　　【闘い翁ね曽曼●潮涵７町一場撫活�僅繭年●●●ＩＳ４－１５０１１
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再募集哨=‘
安全に暮らすために

自宅を調べてみませんか？

□木造住宅耐震診断者派遣事業

　７月16日の新潟中越沖地喬ては多数の家

溢か佃|壊し被災しました。家座の下敷きに

なり亡《なられた方や、廼難所や仮設住宅

で生活されている方も多数おり、笞大な被

害をもたらしていま７．耐震補強を施した

住宅は、多少被災したものの倒壊せす廻を

児れた建物もあったようです。会津坂下町

リ地震が発生す

７１�・嘸７Ｘベスト制裁・ＩΓ

　耐震診断と同様に再募集しｉすのでご活

明《ださい。

▼対象住宅は、会津坂Ｆ町同にあり平成

　元年以前に収付17７スペストと疑われる

　ものか施工されている専用住宅、供用住

　宅及ぴそれらに附属した建築物と工作物

　とします、

▼調査方法は、町に補助金の交付申請を

　し、所有斉が調査分析機関に灘接委託す

　るものとします。

▼調査費用は、105､凹0円程度です。

　町からの補助は、昏用の2/3以内かつ、

　7ﾛ卯D円以内の頓とします。

・彊封●●平鐘¶●匈1●lllll水1瞳で

　　　午罰●鴫ＵＳ－午徨ｌ‐II曾

　　　1・・l・匯ｌ微鐘｛j

・一一jj.劃●－ムペーりａ「●噛盾７・幽

　－倫瘤幽●噛一鐘一鐘‐‐実畠‐�ｊ・Ｄ

　「●ＳＳ・劃一圈他－フスベスト割鐘鐘庶幽

　鐘‐麟」・ご覧｛だきい．

●・Ｌ腿ゐ・�い歯おゼ農

　●諒●７陶‐場鐘Ｓ��宿義宅�

　　71114－IS●

　一一ムページ７Ｆレス

　　1111りjI.|●・,Illlill●●,f■Ilhlll.JI

・冨皿

る可能性の高い地域となっております。町

ては、耐震診断事業を行っています。今回

両募集しますのでぜひ活用してください。

▼λ|象住むよ、会渾坂下町にあリ下記の

　用件に全て該当するものです。

　（1）所有奔が団ら居住する住宅

　＠昭和56竿以前に建築された住宅

　③在来飴組工法､伝統的工法､枠粗壁工

　法等による索造３階建て以Ｔの佳宅

周過去に耐震診断を受けていない住宅

●Ｓ・力錨11.駒に一一趣一迫－申‐審

　Ｌ．吻が●�飴幽趣へ甕託吝曾るもＳと

　EJま・．

　歯偏ＡＳ●瞳蜀黙.12で幽ま廿£．

▼診断良用は、国既の補助を受け町が負

　桓します、ただし、消馥税咀当分6.卯0

　円は個人で負担していただきます。
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あなたのごみは大丈夫？
’スフし一缶隙必ず穴を開けて出してください。

　スプレー缶やカセｙトポノペ等を、中身か残-Jていたり穴を開けたりしな

いままこみに出してそのままこみ破砕施設に政入された場今、破砕機内部

に可燃性ガスが充満し塚発事故を引き起こす原因となります。

　スプレー缶は必す穴を聞けて出してください。なお、とうしても使い明る

ことがてきない時は、商品に表示されているメーカーあるいは社団法人日本

カス石油機器工業会（酋０１２０－１４－９９９６）までお問い合わせ下さい。

　また、危険ａぴ頁芭なものについては、絶対に出さないようお願いします。

　絶対に出してはいけないもの

●ブロバノカスポノヘ、ノセチレンガスボノヘ、酸素ボンペ●葵品類（一画含t3

●がjl.･ンタｙク、塗料カス●－発き・弓I火性のあるもの

‾・slZ￥９々| 11.●・.

佩味い

回

7ﾂﾞﾌ‰ぶ1

　プラスチンク製容器包装の分別収集を開始して３早目を迎λました。しかし、ブラスチック製容器

包装以外のもの、中のよごれているものが混入されています。これらの異物を、季選SI』作業（稼働中

のペルトコンベアーから取り除《作業）で除去して石りますが、胃物の量が多いと除去に杷ヨの呵間を

苓するため、処哩上支弛をきたりことになります。捻てる前にも）一度、確認し戻しよう||

T一一【1

°I。　　・　　《このような異物が多く混入されています｡》jI

｡

｡

｡＿-
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　そして今回、４岨目の力･ﾝﾌﾟﾙが誕生しました。

　お二人より、石窟ひのメヽフセージをいたださましたのでご

紹介い乃します、
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哨列左から三里零、田部沢、荊i沼

扨zｺｰ|

まち・話題
みなさんの活躍を昭介します

少子化対策のために

-

k　

、

町長･こ現金を手渡す佐鵜さん　　|･ｴｰ､--ﾑ

　佐藤斡ｒ､き･t踪ヤマト荒学牡瓦

が日月３ヨ町§玄を訪れ・した。

　｢少子化問題|よ坂下町|ここって

も重要な問題|こなってL'ます。町

の未来を担う子供た石のため|こ是

非役立ててください､｣と、現金

10Q万円を寄附されました。

　ご寄附の趣Ｂに沿えるよう大

切[こ活用させていただ廼ます。

トＤニクスエ薬佃、会津中央乳業

強気鼎太挺lt叫Sa呉和プレンソ∋

ｙ会津工場の５社のっち、希望７

６１社で７．各社の代表者や人事

接当者から業務内容や企莱理念、

求めてし喝人材なとの脱明を受け

ました。

　佳徒たちは、説明を受けながら

メモをとるなど、今後の就鳳活動

や社会人の心構え等についてひと

つでも多《掌ほうと黙むに説明を

聞いていました、

５



;弓迂ごﾆＴ
'∃F:z:z『
Ｓ

．
(篆用住宅等はｉａの

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ

ｉ

―
―

｜

涵ｉ｢司｢il!蔵倆

　　　16rl!msllti

　　・　圓

一

〇nl

▼８聘不味l9年11月7H(7kJ千哨11時

　　　　～９Ｒｆ令17隋sM10分り自３Ｒ

▼場所l独)国立責少背教・振興M剱一

　　　国立仙術貪り冴交流咬・

Ｖ募良友員6口名

ｙ登後覚銘、i｀満lat･上で禰一９｀ノーリズムガイドー絡

　　　ｉ吸会加入のカイド５参に所属し、りつ初

　　　めて水研修を堅調・る方。

　　　Ｑ満IS忿以上でｰ鹿県ツーリズムガイド運絡

　　　ｉ喚会加入のガイヽ団体に所罠し、かつ返

　　　右こ本屈強を強７している方。(再受塀看)

　　　ふ上ia以外で本研修の趣旨|こ一同ｉる方、

▼受講利覧一員啄£の方全講座受講8∝9円

　　　　　　　１一座而廻り咲珀円

　　　受1葦資格②の方金満座受講５圓0円

　　　　　　　１哨匝昴たり5圓円

　　　§傭●格4局方命凱涵嘔訓150帥円

　　　　　　　１誦唯而たりIXη円

甲同め切り期８平成19年10ql白日(木)まで

　※申し込みされた方｡-は一座内容唄羊細をお知らＵい

　瓦しま収

１
１２飴Ｓ旧1!,圖同

　多いliうでの応壽こなしj・す｡)

　ｔ旱坂下町哩築朔面影協眼会長か委嘱し瓦建塵鴇這ｔ

晏一なー恚にあたります。住宅廸－臨菓一路の２ｓ門

のそａぞら優秀渡測勿Ｅ庄頁、潮貰とし一策主、施工

面R恥面寮最彫します｡

▼募集剤問平成l9年９月１３Ｂ(匍引網12日(金)

ｙａＳ

　町役場・良工会・建皆霊知合一・Ｓ襲糾合・建築士会

　坂下自治の客車－所に備え忖けて吻ります。

▼叩し込み・問い合わせ先

(価蔵坦下町-R部酢市佳宅辺TELs－lja6

VI●--●�し《14皿喩セ廿《だφ1Q I

　゛lj:ill.I｣,j:1.:j 1･ローム・劃《皿箆I　I
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　松屋〕

　※詳しくはお同1咆わせください。申し込み署を象侑

　しており・す，

▼主一司喬一ツーリズムカイド還拓協珊会

▼間1噫わせ先

　会澪坂下町役場塵累卸農林振良班rELal－ls5

砥用促-呟宅は、勁労否び利用できる公共の廸貿怯宅て

可。唖脚促進住宅会濤｣びんけ宿舎で13、礎石、入忽老忍辱

４しております。詳紹|こついては下i己のとゐりです。

▼荊在地会津坂下町大字白Ｕ宇土曜甲i珀－１

Ｖ間取り３ＤＫ{ｙャワー付き}

ｙ原資3245D円～ｓ弱Q円G院益Ｒ込み)

　　　(敗金２か月分駐車讐代la別£11ｓ円j

y募茎一一５戸

ｙ鈍吟珊澗２年同

ｙ問い合わ廿凭

TELQ2a2一朗-3333

　･?平咸1き年9月29R（十）午晩1時～４哨

　　喀植成と健強度を,11淀してみよう～実技一i～

　戊平成19写10月６日（土）吊鐘１孵沿分～４時Ｍ分

　　自分の・辰〔こあっ乃ウォーキングｒストレｙ７１

　　ｃの方汝～画技蔵j～

　　゛1･～･3･全ぞ§譚てきる方（兜副0名）

　２ 「９-食品」のt孚なl凋gU

　禰隋食吻栄喫学科哩教授高橋君子

　平成1帥ilD句20日｛士｝千俊１･卵0分～ａ辱

　9 r･|｀ヽのサブリメントはあしjます亦?ｊ

　誦師社会福祉学科准教授郭J」県

　平成19茎10月27日（土）午後ISり0弥～３映

　　一失・aD名

▼会場会心

▼受剛41琲4

▼申し込み･悶し老朽苛先

も~大学短鳶大学部地気g舌蝕化センター

フEL 0242－37-2加IFaeμ2－好一2112

EメールlnfQljCU-11ZUaCJD

ｙ甲し込み先

I－－用餌乾協会仙台支所瓦Lり22－22Z－7S5
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